
【記者発表資料】福祉サービスと連携したごみの収集について 
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設置する回収箱 FRP製ごみストッカー  

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：市内のホームヘルパーを対象に実施したアンケートより抜粋】 

 （26 事業所/71 事業所）。ヘルパー68 人から回答。 

（1）ごみ出しに困っている人 

  ヘルパーの74％が、支援している人の中にごみ出しに困っている人がいると回答。 

（2）ごみ出しに困っている人の特性 

  ごみを集積場まで出せない人が、45％で最多。 

  以下、分別できない（25％）、玄関先までごみを出せない（22％）。 

（3）ヘルパーが困っていること 

  ごみを持ち帰らなければいけないが42％で最多。 

  ごみ出しの時間（朝8 時30 分）までに支援に入れないが38％。 

（4）ヘルパーを支援するための市の施策 

  時間を気にしないで出せる集積場を作ってほしいが50％で最多。 

  収集時間を遅くしてほしいといった要望が 31％。 

支援先 A 支援先 B 

回収 BOX 

市が回収 

利用申請書の提出 

申請内容の審査 

利用決定通知書の送付 

ごみ出しスタート 

＜利用の流れ＞ ＜収集の流れ＞ 


